
若者一人一人の幸せ

若者がどうありたいかに焦点を当てて重点政策を

２.第１回・第２回あさご未来会議、若者を対象とした対話などの振り返り
（令和６年度あさご未来会議の開催趣旨、テーマ）

第3次朝来市総合計画の将来像・ありたいまちの姿と政策指標・人口指標の関係性
朝来市に暮らす市民一人一人が、自己実現と成長、人や社会とのつながりを感じ、幸せを実感することが、次なるまちの動

きをつくり、新たな幸せを創出し幸せの循環を生み出します。そのことが「将来像」の実現につながります。
それにより、朝来市に住み続けたい、朝来市に住んでみたいと感じることにもつながり、人口減少の抑制につながります。

人口指標の考え方を踏まえると…

20、30年後においても地域力を維持・向上しながら効率的な行政運営を行うためには、

若い世代に朝来市を選んでもらう必要がある。

前提

⚫ 市民ひとりひとりのWellbeingの向上 将来像（政策指標）

⚫ 地域力の維持・向上そのための人口維持 人口指標

⚫ まちづくりを進めるうえでの大切な考え方のひとつに「市民一人一人が主役」が位置付けられている



回 テーマ

第1回 子どもたち、孫たちにもつなぎたい朝来市の良いところ

第2回 若い世代、子育て世代が住み続けたいと思えるまちにするには？

開催趣旨

◆ 将来像の実現に向け、現状を踏まえた後期基本計画を策定

◆ 朝来市が重点的に取り組む内容を明確にするにあたり、

軸となる『20～30年後も大切にしたい朝来市の価値』の確認

◆ 大切にしたい朝来市の価値や、人口指標の現状を踏まえて、

具体的な取り組みについての対話

２.第１回・第２回あさご未来会議、若者を対象とした対話などの振り返り
（令和６年度あさご未来会議の開催趣旨、テーマ）



地域 学校

子育て環境

職場

その他

• 世代に偏りがある、世代交代が進まない

• 若い世代が参加しにくい組織・仕組み・取り組み

• 多様な意見（女性・若い世代）を引き出すことが

できていない

• つながる場・きっかけがない

• 地域情報が伝わってこない

• 学校や習い事の選択肢が少ない

• 学生が少なく部活動や友人関係が限定される

• 大学がないため都市部へ出ないといけない

• 通学が不便

• 共働きがしやすい子育て・職場環境が整っていない

（周囲の理解、産休育休の取りやすさなど）

• 子育て支援が、核家族や共働きを想定できていない

• 子どもの遊び場がない（公園、雨の日の屋内遊戯施

設など）

• 豊かな自然を活かした遊び方が分からない

• 医療機関が不十分（産科、小児科など）

• 仕事の選択肢が少ない

• どんな仕事があるか分からない、知る機会がない

• 若者世代が少ない、同世代がいない

• 人手不足

• 男女差による弊害（職種など）

• 農地・山林を守っていく人材がいない

• 公共交通が不便、車がないと不便

• 若い人・単身者が住みやすい住宅が少ない

• 娯楽施設が少ない

第２回あさご未来会議、若者を対象とした対話プログラム、オンライン意見より

２.第１回・第２回あさご未来会議、若者を対象とした対話などの振り返り
（第２回あさご未来会議の振り返り、若い世代・子育て世代が“住み続けたくなるまち”に向けた課題）



家族のかたち 生き方・暮らし方

地域や人との関わり方

学び 情報

意見：
20代〜30代

高校生

単身や核家族など
世帯のかたちが多様化している

単身

結婚したい
子育て施策が
充実したまち
に住みたい核家族

DINKs、親子の
み

子育てをしていない
世帯に向けた施策も！

仕事もプライベートも充実したい！

同世代やヨコのつながりがほしい！

地域での学びは
楽しい！

仕事重視 プライベート重視

バランス型資格などの
スキルアップにも
取り組みたい

自分のペースで
家族と穏やかに
暮らしたい

バリバリ
働きたい

やりたい仕事
ができる

家族、趣味、仕事
良いバランスでいきたい

仕事と子育てを
両立したい

休日も
充実した

い

趣味、習い事を
充実させたい

経済的な不安

地縁
テーマ型

コミュニティ

無関心

人があたたかく
知っている人がいる

のがいい

働く世代はいつでも
動ける訳じゃない
ボランティアが
増えると負担に…

地域の人に
見守って
もらえる

接点なし

地域コミュニティ
が強固すぎる

地域は大切
だけど付き合いは
ほどほどがいい

家族と職場以外の
人とのつながりがない
場・きっかけがない

家族・職場以外で
つながる必要に
駆られていない

地域の活動に
参加したくない
（強制的な参加、
親が大変そう）

単身者や子ども
がいない世帯は
関わりづらい

同世代とわいわい
できる生活

もっと人とつながる
場がほしい

ヨコのつながり
がほしい

若い人、外から来た人も
参加しやすくなれば…
（意見言える、楽しめる等）

地域との関わり
があるのが嬉しい

学校で地域の人や
地域と関わる学び
があり楽しい

部活動の選択肢
が少ない

対話

若い人の意見が
言える場が大事

決定に若い人も
関われるように！！

ネットだけじゃなく
人からつたわる
情報が大切

地域情報が
入りづらい

イメージ先行

地域は大切！
…でも関わりにくい
誘ってもらったら行くけど…
自分からは行きにくい

面倒くさそう…大変そう…

仕事なさそう…

子育て
しにくそう
…

３.今年度の対話から見えた若者・高校生の価値観 ※出身または
在住者意見


